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1．はじめに
「ゼクシィ」は著名な結婚情報誌であるが，表紙が女
性モデルであったり，ピンクが多用してあったりと，あ
きらかに女性をターゲット層としているイメージがあ
る。付録として「彼専用ゼクシィ」が存在することも，
「ゼクシィ」が女性向けであることを表している。たく
さんの選択肢の中から一つを選ぶ過程で，情報が必要と
されるのであるから，情報雑誌が必要とされるというこ
とは，選択肢が多いということだ。「ゼクシィ」が女性
向けに作られているということは，結婚というイベント
において，男性より女性の方が多くの選択肢が必要とい
うことであろう。
その中でも，衣装の選択肢には一目瞭然の性差がある
と思われる。筆者は在学中結婚披露宴会場1）でアルバイ
トをしていて，新婦の衣装は様々な形，様々な色のもの
が選ばれているのに対し，新郎の衣装は，画一的な形
で，白・黒・グレーなどの無彩色が多く選ばれているこ
とを不思議に思った。本論では洋装婚礼衣装の色彩に焦
点を絞り，選択肢にどれほどの性差があるのか，またそ
の原因は何か，考察する。
2．ゼクシィ net を対象とした調査
－調査範囲と画像処理方法
柳2）によると，首都圏で年 15万件婚姻届が出されて
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いた 2001年に，ゼクシィ首都圏版は毎月 7万部の売り
上げがあり，また長瀧が「ある日，彼女の家に行った
ら，机の上に『ゼクシィ』が置かれていた。さて，それ
を見た彼はどのような対応をすべきか──。そんな“象
徴的”な使い方をされるほど，結婚を考える日本の男女
にとって，ブライダル情報誌『ゼクシィ』は圧倒的な存
在感を確立している3）。」と述べているように，『ゼクシ
ィ』は結婚情報誌として人気を誇っている。本論では，
『ゼクシィ』の WEB サイトである『ゼクシィ net（2014
年 8月 4日時点の首都圏版）』に掲載されている洋装衣
装の画像 785枚を調査対象とした。
色の分析においては，「マンセル表色系」を参考に，
色相・彩度・明度の 3点を調査した。1着につき 1色で
数を数えられるように，以下の方法で画像処理を行っ
て，その服の平均色と定義した。
画像処理方法：パソコンのペイント機能で，背景や人
物が入り込まないよう，画像の衣装部分のみを四角くト
リミングした後，画質を 1ピクセル×1ピクセルまで荒
く，つまり，画面上で一つの点・一つの色で表されると
ころまで画質を荒くした。そしてその色を，本論の中で
のその衣装の平均色と定義した。各衣装の平均色を色相
・彩度・明度の 3点で数値化し，それぞれについて集計
した。
3．結 果
3.1 掲載服数
新婦の洋装衣装は 752件であったのに対し，新郎の洋
装衣装は 33件であった。女性と男性の間で，約 23倍も
の差が確認できた。
3.2 色相（Hue）
マンセル表色系の色相環で基本色とされている 5色に
分類すると出現数は次のとおりである。
新婦の衣装は，偏りはあるものの各色相に選択肢が存
在した。また，「ウェディングドレス＝白」という認識
からか白（無彩色）の衣装がもっとも多く，次いでピン
クの衣装が多い事から色相としては赤が多くなってい
る。
新郎の衣装はほとんどが白黒グレーの無彩色であっ
た。また，黄に分類されたのはベージュ，青に分類され
たのはネイビーと，有彩色であっても白や黒の無彩色に
近い色であることが分かった。また，本論の調査範囲で
は，赤・緑・紫の衣装は存在しなかった。
3.3 彩度（Chroma）
有彩色の衣装について，彩度出現数は次のとおりであ
る。数値が高いほど鮮やかな色を表し，数値が低いほど
表 1 衣装の色相
新郎 新婦
赤 0 100
黄 2 39
緑 0 24
青 2 38
紫 0 55
無彩色 29 496
図 1 新婦の衣装にみられる彩度
図 2 新郎の衣装にみられる彩度
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無彩色に近い色を表している。色によって数値の最大値
はさまざまであるが，10以上であればかなり鮮やかな
色とされているため4），本論の調査では 10以上の値は
まとめてグラフに表記した。
新婦の衣装については，比較的彩度が低い衣装が多い
ものの，幅広く分布していることが分かった。赤と紫の
最大値がともに 22まであったため，10以上の値が高く
なっている。
新郎の衣装については，無彩色の衣装が多く，有彩色
の衣装が 4着（ベージュが 2着，紺が 2着）しか無かっ
たため，十分な調査とはいえないが，4着とも低い値を
示した。
調査の結果彩度については，新婦の衣装は，彩度の低
いものが多い傾向にはあるが，彩度の高いものから低い
ものまで選択肢があるのに対し，新郎の衣装は，彩度の
低いものだけがみられた。
3.4 明度（＝Value）
マンセル表色系では，完全な黒は 0，完全な白は 10
に対応し，数値が 0に近づくほどより暗く 10に近づく
ほどより明るい色である。
新婦の衣装は，白のドレスの選択肢が突出しており，
全体の約 3分の 2を白が占めている。無彩色の衣装 500
着のうち，白が 495着，黒が 1着と，「ウェディングド
レス＝白のドレス」という概念が浸透していることを反
映していと思われる。新婦の有彩色の衣装については，
幅広く分布がみられるが，明度の高い衣装が比較的多い
ことが分かった。
新郎の衣装については，幅広く分布がみられるが，明
度の高いものと低いもので数値が高く，明度の中くらい
のものは数値が低かった。
調査の結果明度については，新郎新婦ともに幅広い分
布がみられたが，新婦は明度の高いもの，新郎は明度の
高いものか低いものが多いことが分かった。
4．考察 洋装婚礼衣装の色に男女差が存在する理由
調査により，洋装婚礼衣装の色の選択肢には大きな男
女差が存在することが分かった。そこで，その理由につ
いて 3つの視点から考察する。
4.1 男の子色と女の子色
色によって男女の違いを表現している事柄は，生活の
中に多く存在する。例えばトイレの標識は，男性が青，
女性が赤やピンクで彩られているし，小学生のランドセ
ルは，男の子は黒，女の子は赤，という固定観念があっ
た。出産祝いのプレゼントでは，生まれる子の性別が男
の子なら水色，女の子ならピンクを選ぶという話も聞
く。いわゆる「男の子色・女の子色」は，子どもにどん
な影響を与えるであろうか。
清水5）は，「ジェンダー・タイプ化された選好には，
図 5 新郎の衣装にみられる明度
図 4 新婦の有彩色衣装にみられる明度
図 3 新婦の無彩色衣装にみられる明度
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おもちゃやゲーム，活動の他に色彩の選好をあげること
ができる。例えば男の子は寒色系（青色・緑色など）を
選好し，女の子は暖色系（赤色・ピンク色など）を選好
するといった，いわゆる男の子色・女の子色もジェンダ
ー・タイプ化された選好といえよう。幼少期の子どもた
ちは，親，保育園・幼稚園などの大人，友だち，メディ
アなど，幼児をとりまく様々な環境からの影響を日々受
けている。」と述べているし，森川6）は，「私たちの社会
では「ピンク」と「ブルー」に代表される色の区別は，
ジェンダー形成に役立っている。4, 5歳の子どもたち
が，「おんな色，おとこ色」と呼んで，暖色と寒色を区
別しているという話はよく耳にする。」と述べている。
このことから，子どもにとって「男の子色・女の子色」
という観念が，身の回りに当たり前のように溢れている
事が分かる。誰しも生まれた時は，「男の子色・女の子
色」という固定観念を持ってはいないが，身の回りの環
境から影響を受け，成長とともにこの観念を学習してい
くのだろう。そして，「男の子色・女の子色」という固
定観念は，ピンクは女の子の色だから好き，青は男の子
の色だからかっこいい，という個人の好き嫌いにも影響
していくのだろう。
この好き嫌いには，周りの環境が大きく影響してい
る。「男の子色・女の子色」という固定観念が存在する
ということは，例えば男の子がピンクの物を持っている
と「ピンクは女の子の色なのにー！」と友達からからか
われるかもしれない，ということだ。すると，ピンクを
好きだったはずの男の子は，友だちからからかわれない
ように好きな色をピンクから青色に変更するだろう。か
わいい女の子だと周囲に思われたいから，ピンクを選ぶ
女の子もいるだろう。個人が決めているはずの好き嫌い
は，実は周りの環境に多大な影響を受けているのではな
いだろうか。
服装に関してさらに述べると，子どもの頃に着る衣服
は，そのほとんどが保護者の選んだ（または保護者の意
見を取り入れた）ものである。社会の固定観念が幼児期
の色彩に関する選好に大きな影響を与えるならば，保護
者の考え方はどう影響するのだろうか。堀内ら7）は，
「学齢前の幼児の保護者 273名を対象に衣服の色，ジェ
ンダー観等についてアンケート調査を実施し，幼児 187
名を対象に嗜好色に関する面接調査」を行っており，そ
の結果についてまとめると以下のように述べている。
1）女児の保護者は，子どもの好きな色や似合う色は
女の子色だと考える人が多く，男児の保護者は，子
どもの好きな色や似合う色は男の子色だと考える人
が多い。またよく着せる色になるとこの傾向は更に
強くなる。
2）男女平等意識が強い保護者は，性別に関わらずピ
ンクの服を着せたいと考える率が高く，男女に関す
る固定観念を持つ保護者は，性差による色分けを肯
定する割合が多い。
3）どんなジェンダー観の保護者でも，実際に子ども
に着せる色や出産祝いの贈り物の色では相違はみら
れない。
4）保護者のジェンダー観が子どもに及ぼす影響は小
さいが，社会全体の影響を受けて学齢前には性差に
よる色分け意識が完全に定着する。
この調査結果より，男女平等意識が高い保護者，つま
り「男の子色・女の子色」に否定的な保護者であって
も，実際には「男の子色・女の子色」に沿って行動する
人が多いことが分かった。つまり，子どもにとっては，
保護者の行動と社会の固定観念は同一の物であり，相乗
的に「男の子色・女の子色」の意識を植え付けていくの
だと分かった。
このような男の子色・女の子色といった概念は，社会
に広く浸透しており，特にピンクは女の子の色とされや
すい。そのためドレスにおいてもピンクのドレスは人気
であるし，ゼクシィの表紙も女性の目を引きやすくする
ためピンクを多用している。子どもの頃からの「男の子
色・女の子色」の固定観念は，大人になっても無くなり
はしない（薄れることはあるだろうが）ため，社会全体
としての色の男女差が存在する理由の一つになっている
と考える。
4.2 色の持つイメージ
色にはそれぞれ，イメージがある。例えば，暖色・寒
色という名前は，暖かい色・寒い色というイメージを表
しているが，これはあくまでもイメージであって，赤色
が物理的に暖かい訳ではなく，「暖かそうな色だと感じ
る」という感覚上の話である。そう感じる理由は，経験
により「赤色をした火は暖かい」という知識を持ってい
るからかもしれない。
こうした色の持つイメージについては，たくさんの研
究が行われており，柘植8）は「色を見ると，さまざまな
感情や気分を起こし，つながりのある物を思い出しま
す。色を見ることによって，ある種の連想を呼び起こさ
れることを「色の連想作用」といいます。」と述べてお
り，赤・黄・橙・緑・青・紫について連想されるイメー
ジを記している。以下はその引用である。
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赤：情熱，興奮，危険，活動，刺激，行動，圧力，
生命，愛情，興奮など
黄：明朗，若さ，危険，楽しい，上機嫌，注意，活
発，緊張，軽率など
橙：元気，暖かい，陽気，喜び，明るい，楽しい，
親しみやすさなど
緑：平和，平静，新鮮，安全，有望，幸福，健康，
自然，希望，生命力など
青：清潔，知性，冷たい，涼しい，忠実，純粋，冷
酷，静寂，信頼など
紫：高貴，神秘，不良，魅惑，女性，欲，神聖，魔
法，不思議，癒しなど
また，山崎9）は「明度の高い色のほうが明度の低い色
よりも軽く感じる」「彩度が高いほど軽く感じ，彩度が
低くなるほど重く感じる」「白は清浄無垢を表し，何色
にもまだ染まってないが，染めようと思えばどんな色に
でも染めることができる」「黒はあらゆるスペクトルの
色を全部吸収するがゆえに黒く，明度が低い。すべての
色は黒の上にあっては明るく見える。それは白地の上で
見たときよりも美しく輝いて見える。あらゆる色を吸収
して反射させないから，奥深い落ち着きを感じさせ
る。」と述べている。
このようなイメージには，もちろん個人差もある。し
かし，大多数の人が抱くこの色のイメージは，服装を選
択する上でも重要な意味を持っている。小林10）はアメリ
カ大統領選挙での候補者の服装について，以下のような
出来事を記している。
「今回私の見たある討論会では，出演していた候補
者それぞれが，まるで示し合わせたかのように濃紺
のスーツにライトブルーのシャツと赤いネクタイを
身に付けていた姿が印象的であった。」「有権者に強
く自分を印象づけるため，服装の色からメイクアッ
プ，また話し方に至るまでアドバイスを受けて臨ん
でいたに違いない。その結果，偶然にも同じような
服装になってしまったのである。」「このようなイメ
ージ戦略の重要性が注目されるきっかけとなったの
は，1960年のニクソン候補とケネディ候補が争っ
たアメリカ大統領選挙でのテレビ討論会である。当
時，この討論会をラジオで聞いていた有権者はニク
ソン氏を優勢とした。しかし，テレビで討論会を見
ていた有権者は，テレビ映りが悪く疲れた表情のニ
クソン氏よりも，専門家のアドバイスを受け，テレ
ビ映りの良い濃紺の背広にライトブルーのシャツを
さっそうと身に付け，若々しいイメージを与えたケ
ネディ氏を支持し，その結果ケネディ氏が圧勝し
た。」
この出来事では，濃紺とライトブルーを服装に取り入
れたことで，清潔さや知性や信頼のイメージアップに繋
がり，良い結果が生まれている。色の連想させるイメー
ジが，大統領選挙という大きな舞台においても重大な役
目を果たしているのである。
これは，結婚の場においても同じことが考えられるで
あろう。相手の親族から，友達から，会社の人から，ど
んなイメージを抱かれたいのか。また，どんなイメージ
は抱かれたくないのか。色彩について深い知識を持って
いなくとも，たとえ色の連想作用を知らなくとも，個人
の心の中には各色の与えるイメージが存在するのであ
る。このような色のイメージは，知らず知らずのうちに
服装決定に大きく影響を与えているのである。
それを代表するのが新婦の「ウェディングドレス＝
白」の概念だ。上にも述べたように，白には何色にも染
まっていない・清浄無垢といったイメージがある。これ
は，清浄無垢な花嫁が理想の花嫁のイメージである，と
いうことだ。19世紀頃の花嫁像について坂井11）は「従
順な女性が理想と考えられ」と述べており，また「再婚
する花嫁や処女でない花嫁は，白いドレスを着たりベー
ルを被ってはならない」「実際，処女でなかったために，
色物のドレスを着たという記録も残っている」とも述べ
ている。昔から花嫁には清浄無垢（＝処女性）が求めら
れていたのだ。その考え方が現在でも受け継がれ，処女
でないから白のドレスが着れない，ということは無くな
っても，清浄無垢で，清潔な理想の花嫁に近づくよう
に，白のドレスの人気が高いのであろう。
4.3 性役割と衣服の装飾性・機能性の変遷の男女差
「男は仕事，女は家庭」という，いわゆる性役割は昔
から存在する。これは，狩猟採集時代に男性は遠出をし
て狩りを，女性は居住空間の近くで採集を行っていた昔
から続いているのだと思う。現在の普段着を考えると，
男性は働きやすい，機能性の高い服装をしている人が多
い。それと比較すると，女性の服装は機能性よりも装飾
性を重視した服装をすることが多い。狩猟採集時代から
変わらないように思える性役割と服装の違いだが，もち
ろん時代とともにさまざまな変遷を遂げてきた。
例えば，中世フランスの貴族の衣装には男性であって
も，当時の肖像画や遺品から，至る所に刺繍が施されて
おり，大量のレースが使用されていることが分かる。こ
れは，豪華なものを身に付けることによって自身の権力
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や財力を表しており，機能性よりも装飾性のもたらす影
響が重要なものだと考えられていたせいだろう。社会的
地位の表現方法として，服装の装飾が用いられているの
である。しかしそれも，フランス革命により装飾性より
も機能性が重要視されていく。フランス革命以後につい
て，高橋12）は「男性は男らしさで勝負をし，質実剛健の
中に社会的地位や権力，経済力を誇示していくのであ
る。」と述べている。着飾ることよりも実務を行うこと
が重要になり，装飾性よりも機能性が重要視され始めて
いった。
一方女性は，ヨーロッパのコルセットや中国の纏足，
日本の十二単など，生活に支障をきたすほど機能性の低
い衣服を着ていた。以下は，アリソン・リュリー13）のコ
ルセットについての引用である。
「1830年代に入ると女性のファッションにももう少
し体を保護する要素が加わったが，かよわい肉体を
暗示──さらに促進──しつづけたことに変わりは
ない。」
「機能障害をもたらした元凶はコルセットである。
単なるファッションというよりは，医学上の必需品
とさえみなされた。貴婦人の「骨格」はきわめても
ろいと考えられていたのである──助けがなけれ
ば，筋肉だけでは体は支えられないと。」
「すくすくと育ちつつある女の子でも，ごく幼いこ
ろ（3歳か 4歳）から子供用のコルセットに押し込
められた──大人の最大の善意から。コルセットは
徐々に──しかし情け容赦なく──長く，固く，き
つくなっていった。思春期の終わりに入ると，それ
はまさに檻のようだった──厚いキャンヴァス地を
鯨骨か鋼鉄で補強したもので作られていたのだ。背
中はしばしば異常に衰え，支えなしでは長時間腰か
けることも立っていることもできないありさまだっ
た。コルセットは内臓器官も変形させたため，深呼
吸のできない女性が多くなった。その結果，着飾っ
た貴婦人がすぐ赤面したり気を失ったりといった光
景がよく見られた。食欲不振，消化不良，激しい運
動後の疲労感なども起こった。コルセットをはずし
たとたん，背中が痛みはじめるばかりか，肋骨が四
六時中内側に押されているため，それを外しても正
常な呼吸のできないことすらあった。」
「家父長制の社会では頼りなく，愚かで，可愛らし
い女性は消費力を誇示するための格好の対象とな
る。」
「男性が支配的な文化圏では，まったく実用的でな
い女性を所有することが高い地位の象徴となった。」
コルセットに代表されるような機能性を奪う女性の衣
服は，女性から活動機能や社会性，果ては思考すらも奪
い，男性が男性優位な社会を築くためのものだったのか
もしれない。もちろん初めは「着飾りたい」という女性
の欲であっただろう。しかし，女性の服装は男性の権力
誇示に欠かせないものであり，より派手に，より豪華
に，と試行錯誤を繰り返すうちに，あまりにも機能性を
無視し，装飾性のみを増長させ，男性と女性との間に差
が生まれていったのだと思う。
現代では，機能性を重要視した衣服も多く存在してい
る。この変化について馬場14）は，「女性ファッションの
近代から現代への移り変わりのなかで，大きな変化の一
つはコルセットからの開放である。また，女性用スーツ
の誕生，パンツスタイルの定着などもみられる。こうし
た変化は，女性の社会進出によるところが大きい。第一
次世界大戦後の世界情勢の変化は，女性が社会にでて働
くことを促した。」「女性の社会進出にともない，女性の
服装も機能的に変化したのである。」と述べている。男
性が社会で働くことに重きを置いて，服装に機能性を求
めたのと同じように，女性も社会進出のために服装に機
能性を求めていったことが分かる。女性を対象とした，
仕事姿勢と日常着用する衣服に関する高岡15）の調査では
「キャリア志向型はスポーティーな洋服を着用し，結婚
退職型はスカートを着用する傾向がみられた」とされて
いた。
しかし，現代においても女性はまだ，歩きにくいハイ
ヒールが人気であるなど，機能性よりも装飾性を重視す
る考えも残っているのだと分かった。その結果，機能性
を重視する服装，装飾性を重視する服装のどちらも存在
し，服装の選択肢が幅広いものになっているのではない
だろうか。
それに比べ男性は，女性よりも早く機能性を重視し始
めたせいか，装飾的存在と扱われる歴史が無かったせい
か，装飾性を重視する服装の選択肢の幅が狭くなってい
る。例えば男性がスカートやハイヒールを履けば，周り
からは変な目で見られてしまう。以下は飯野16）の引用で
ある。
「女性は美しくなければならず，従って痩せねばな
らず，化粧をせねばならず，健康を害するような窮
屈な下着や靴を身に着けなければならない「美の
鎖」に縛り付けられた存在であるとされてきた。一
方男性は「美の鎖」に縛られることはないが，美か
らは疎外されている。美しくなる為に努力し時間や
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費用をかけるのは「男らしくない」ことであるとさ
れる。化粧をしてはいけないし，スカートをはいて
はいけない。女性が男性の服を着てもお洒落な着こ
なしとして許されるが，男性が女性の服を着ると女
装と言われる。「男性性」の否定というより「男性
であること」そのものが否定されてしまう。男性の
場合，ジェンダー拒否は即セクシュアリティ拒否と
結びつけられてしまうのである。従って「男らし
さ」のファッション規範は女性に比べて厳しく，範
囲が狭くなる。近代化に伴い，男性にふさわしい服
装は抑制がきいていて機能的な服装であるとされて
きた。髪型などを含め，単純で画一的なものこそが
男性らしいとされてきた。これを逸脱することは難
しい。」
女らしさとして装飾性が求められてきたのと同じよう
に，着飾らずに単純であること，というイメージが男性
には求められているのだろう。「男らしさ」という概念
が現在の男性の服装の選択肢の幅を狭めてしまっている
のではないか。
5．まとめ
本論では，洋装婚礼衣装の選択肢の男女差について，
ゼクシィ net に掲載されている衣装の画像を用いて，衣
装部分のみをトリミングし，画質を 1ピクセル×1ピク
セルまで荒くして定義した平均色について，色相・彩度
・明度について調査を行った。画像という光の当たり方
や撮影条件に違いのある対象物での調査である。実際に
は鮮やかな赤色の衣装であっても影まで含めて色を平均
化することとなりこの方法で平均化した色は実際の衣服
の色よりも低くなる傾向がある。しかしこの調査方法で
もある程度の結果を明らかに出来たのは，婚礼衣装がほ
ぼ単色であったためであり，柄物や二色以上の衣装の調
査にはこの方法は不向きである。こうした特性や限界を
ふまえても，次のようなことがいえよう。
この調査の結果，色相では，男性の衣装は紺・ベージ
ュ・無彩色の 3種類だったのに対し，女性の衣装は赤・
黄・緑・青・紫・無彩色の全ての選択肢がみられた。彩
度では，男性の衣装は有彩色 4着とも彩度の低いものだ
ったのに対し，女性の衣装は彩度の低いものが多いが幅
広く分布がみられた。明度では，男性の衣装は白と黒に
近い色が多くみられ，女性の衣装は幅広く分布している
が，明度が高く白に近い色が多くみられた。
この結果については，男の子色・女の子色という固定
観念，色には連想されるイメージがあることが理由に挙
げられるだろう。しかし一番の理由は，女性の衣服に長
く装飾性が求められてきたことであると考える。男性が
女性よりも早く機能性を重視し，男性の権力誇示のため
に，女性にはより一層の装飾性が求められた。そして男
性の服装はシンプルに，女性の服装は装飾性を増し，多
種多様になっていった。そのため，女性服にも機能性が
求められるようになった現代でも，女性の衣服は形も色
も多種多様なのである。装飾性を重視するならば，衣服
の色やデザインの選択肢が豊富であることは非常に重要
であるからだ。
では，これから先，より女性の社会進出が進むと，女
性の服装はどのような変化をしていくのだろう。男性が
機能性を求め，同時に装飾性を捨てていったように，単
純で画一的な衣服を着るようになるのだろうか。それと
も，女性の衣服は変わらず，男性の衣服が装飾性を取り
戻していくのだろうか。
人間にはもともと装飾願望がある。そのため，機能性
を得るために装飾性を捨てていった男性でさえも，全員
が全く同じ服を着ることはない。服装は個人を表す重要
なアイデンティティになり得るからだ。この先も女性
は，自己表現のため，そして昔からの装飾願望のため，
衣服に装飾性を求め続けるのではないだろうか。また，
近年，小学生のランドセルの色が男女ともカラフルにな
ってきており，成人式の男子の服装もしだいに多彩にな
ってきている。いつかは男性も結婚の場において，自分
の好きな色・着たい色を幅広い選択肢から選ぶことがで
きる日が来るのではないだろうか。
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